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難溶性アミノ酸類微粒子含有組成物およびその製造方法 

無機微粒子との共存により湿式粉砕条件下での難溶性アミノ酸類の微粒子化を促進し、分散安

定性の高いクリーム状組成物を得ました。 

本技術の内容・特徴 

 
 

従来技術に比べての優位性 
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低コストで難溶性アミノ酸類を超微細化 

飽和濃度以上でも高い澄明感と分散安定性

を実現 

微粒子化により経皮吸収性を向上 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

➌ 

食品添加物 

化粧品添加物 

難溶性アミノ酸類/無機物混合物の超微細

化 

 

提供できる支援方法 

 特許利用 

 共同研究 

 技術相談 
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平均粒子径 1µm 以下の難溶性アミノ酸

類含有組成物およびその製造方法に関

する基本特許を取得しました（特許

１）。本研究の成果は食品、化粧品及び

医薬品など分野における新製品開発へ

の応用が期待されます。 

組成物例（化粧品向け） 

日焼け止め成分と

して化粧品に利用

されています。 

毛髪や爪に多く含まれる成分で、食

品衛生法で使用・販売等が認められ

ている既存添加物の一つです。 

トリ骨を原料に製

造した超微粒子で

す（特許 2）。吸収さ

れやすく、水中での

分散安定性に優れ

ています。 

図 1 難溶性アミノ酸の一種である L-シスチン粒子の SEM 像 

従来品（左）と開発品（右） 

組成物例（食品向け） 
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